
ディスカッション

「子ども専門の歯科医院の
　　　　　　　現状と将来展望」
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現在に至る

　当医院は1988年5月子ども専門の歯科医院として開設され、成長発育期の包括

的な咬合育成を目指して地域歯科医療に従事してきました。しかしながら、最近

の子どもの歯科疾患の構造の変化、地域住民の歯科疾患に対するニーズの変化お

よび歯科医療施設の増加などから当医院においても医療システムを変更し、時代

に即した医療サービスを供給すべきであると感じています。

　今回のシンポジウムでは子ども専門の歯科医院の現状に関して当医院の医療状

況について考察を加え、21世紀の子ども専門の歯科医院運営のひとつの参考にな

ればと考え発表します。

発表内容

1．当医院の紹介

　　　子どもの包括歯科医療について。

2．当医院開設12年間の医療状況の変化

　　　当医院の初診時患者を対象とした実態調査。

　　　1990年、1995年および1999年の年次比較。

3．2000年9月医院移転後のシステム紹介

　　　21世紀の子ども専門の歯科医院のひとつの参考として。
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